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No.7 1988年 11 月

昭和 63 年度総会より

会長挨拶

皆僚御多忙中の所総会に御参集下さいまし

て有難う御座います。

私共は前年度に引きつつeき役員、 評議負一

致団結 して会の民主化、 近代化、活性化に取

り組んで参り ま した。 未だ大きな成果は挙っ

ておりませんが一歩一歩着実に進んでゆきた

いと思 っ てお ります。 御協力をお願いいた し

ます。

それでは、 これから62年度の活動について

簡単に御報告申し上げます。

昨年 4 月 3 日 、 薬学会第 107 年会 と合同の

形で、 「薬史学部会」 と して 、 講演会を開催

し、一般講演 9 題並びに「日本近代化期にお

ける京都と く すり 」 と題する シンポ ジ ウムを

日本薬史学会事務局

日本薬史学会 々 長

野上寿

開催し、好評を博しま した。 叉お昼休みを利

用して総会を開 く ことができま した。ついで

1 0月 3 日に集団会を明治薬科大学野沢校で開

催、大槻真一郎教授の 「薬学史の文献資料研

究を通 し て見たもの」と題する御講演の後、

明薬資料館を見学し、明薬で作られた薬学史

のビデオ 2 巻を鑑賞致しました。

次ぎに皆僚に喜んで載きたいことが御座い

ます。 それは 「薬史学会文庫」 の開設であり

ます。 これは明薬の中野学長、 大塚理事長ら

の御好意によるもので、 世田谷校の一室を拝

借して「日本薬史学会文庫」の名の下に薬史

学関係の文献や資料を収集し、 会員の関覧に

供するものであります。 皆様の御支援を得て

薬史学会集談会の b知らせ

(日)

198 8 年 11 月 19 日(土) 13:30-15:30 

東京渋谷 、 薬学会館 403(B) 室

堀岡正義氏(日大薬 ・教授)

戦後の調剤学の変遺(俄題)

山川 浩司氏(東京理大薬 ・ 教授)

有機薬化学の歩み(偲題)
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私は 1 昨年 4 月 会長に就任し

て以来、鋭意会の発展に努力し

て参りましたが、 幸、 役員評議

員各位の御協力と賛助会員の御

支援の下に、大過な く 任期を全

うし得ましたととを感謝致しま

す。

以上を持ちまして私の御挨拶

を終ります。

会 員 の異 動

予 算 決 3事 矯滅 ど主

前年繰越 687,566 687,5 6 6 。

賛助会費 6 60,000 54 0 ,000 ム 1 2 0,000 

一般会費 1, 1 3 0 ,000 9 2 0,000 c:込 2 1 0,000 

学生会費 。 2 ,000 2 ,000 

外国会費 2 0 ,000 1 7,0 0 0 どと〉 3,000 

投稿料 2 00,000 229,786 2 9,786 

広告料 60,000 6 0,000 。

雑誌販売 1 0 ,000 2 3 1,900 22 1,900 

雑 費 2,000 。 2,000 

手IJ 子 3,000 3 ,01 9 1 9 

寄 付 。 3 0,000 3 0,000 

計 2 ,7 72 ,5 6 6 2 ,7 2 1, 271 ム 5 1. 29 5

予 算 決 算 増減 ム

印刷費 1, 7 50,000 1, 167,3 8 3 ζ込 58 2 ， 6 1 7 

通信費 100,000 87 ,4 50 乙~ 1 2,5 5 0 

事務資 5 0 ,000 1 1 0 ,00 2 60,0 0 2 

雑 費 1 50,000 1 2 3 ,600 26,4 00 

言十 2 ,050,000 1. 4 8 8 ,4 3 5 5 6 1.5 6 5 

繰越残 1,232,83 6 

昭和 6 3 年度予 算 案
収入の部

前年度 予 算 増減ム

前年繰越 6 8 7,56 6 1,232,8 3 6 545 ,270 

賛助会費 660,000 780,000 1 2 0 ,000 

一般会費 1, 1 3 0,000 1,185,000 5 5,000 

学生会資 。 2 ,000 2 ,000 

外国会費 20,000 2 0 ,000 。

投稿料 200,000 200,000 。

広告料 60,000 60,00 0 。

雑誌販売 1 0,000 1 0,000 。

雑 費 2 ,000 2 ,500 500 

手IJ 子 3 ,000 3 ,000 

言十 2, 77 2 ,56 6 3,4 9 5,3 36 722,770 I 

支出の部

前年度
資格変更

入会 退会 計
+ 

名誉会員 1 1 2 

賛助会員 22 4 26 

一般会員 226 1 9 7 237 

学生会員 。 1 1 

外国会員 4 4 

言十 253 1 I 1 24 7 270 

前年度 予 算 増減 ム

印刷費 1,750,00 0 1. 7 5 0,0 0 0 。

通信費 100,000 1 00,000 。

事務費 50,00 0 60,000 10,000 

雑 費 1 50,000 20 0,000 50,000 

計 2 ,050,000 2 ,1 1 0,000 60,000 

繰越残 1,3 8 5, 33 6 
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〔 講座 〕 薬の歴史のとらえ方

(5) 中国薬物文化の伝来

わが国原始呪術医方にかわる役目をはたし

たのが、 朝鮮半島渡来の"緯医方.. (7 世紀)

で、 東亜文化圏の中国医学の影響下に形成さ

れた医薬学であった。それは仏教文化の伝来

と重な っ てもたらされたことに注目しておか

ねばならない。 旧呪術にかわる仏教という新

呪術がそこにあれまたこの仏教には道教が

混在 していて、その影響が多面的だっ たこと

が近時注目されている。

文化背景

B.C. 206 年、 秦の始皇帝による最初の中国

統ーのあと 、 しばらく続いた秦を倒 した前漢 ・

後漢の出現と、それによる朝鮮半島の大部分

の支配下にあって、 わが国はまだ統一国家が

成立していなかっ た。 しかし 、 『後漢書』に

おける奴国王、 『貌宏、倭人伝』の卑弥呼など、

つねに朝鮮半島の楽浪、 帯方の 2 郡を介 して、

中国王朝との政治的接触が保たれていて、大

陵文化の流入がみられていた。

3 世紀のはじめ、 後漢が倒れてその支配力

が弱まるとともに、 高句麗 ・ 新羅 ・ 百済など

の古代国家が成立 し、 三国時代とな った。 こ

のころようやく圏内統一に成功した大和王朝

は、 南朝鮮半島への外交を伸長するようにな

り 、 4-6 世紀中葉までは朝鮮半島との関係

に重点が移る ようにな っ た。 こうして朝鮮半

島から新しい文化、 技術の流入が盛んとなり 、

わが国古墳時代発展の原動力となった。 この

場合、 とくに渡来系氏族による貢献は大きい。

韓医方の伝来

わが国の正史にみられる緯医方の公式伝来

は、 新羅から薬方のくわ しい医師を招いて天

皇の疾をいや した ( 414年)とあるのが初見で、

宗田

また雄略靭 3 年には百済よ り 良医 ・ 徳、来が渡

来し、その子孫は難波薬師 (ナニワノクスシ)

の姓を賜わって医を業とした。 欽明朝1 4 、 5

年 ( 553-4) には、 医博士の交代在留を百済

に依頼 し、 医博士 ・ 王有陵陀 とともに採薬師

の播量富 ・ 丁有陀が多くの薬物を携えて渡来

し、 ここに薬学専門技術者の公式出現がみら

れる。

しかし、 6 世紀に入ると、大和王朝と朝鮮

半島との交渉は行き詰りをみせ、 欽明朝23年

(56 2 ) に 高句麗と戦った大伴連狭手彦を大将

軍とする日本軍が帰国するとき、 呉の孫権の

末諮 と称する知聡一族が多くの薬典や医書を

携えて渡来した。この知聡の子善那使主 ( 福

常)はのち孝徳朝 (645 )に方書 ・ 薬臼を献

じ、 牛乳を搾っ て薬餌と して天皇に献じた。

天皇はこれを嘉し善那に和薬使主(ヤマ ト ノ

タシノオミ)の姓を賜わり、子孫は代々これ

を姓とした。

日鮮医薬学の交渉の詳細については、 三木

栄『 朝鮮医学史及疾病史 』医歯薬出版( 1963) 

が現在日本語で読める最もすぐれたものであ

る 。 ただし、 従来の日本側の記録に対し、 朝

鮮側記録によ っ て補正ない し訂正が一般史に

おいてみられるので、 そのような新 しい史観

による日鮮関係史が医薬学史領域でも求めら

れよう 。

E.l猟のこと

薬猟とは、 その名が示すように、 薬用の シ

カの一若角 ( 箆茸 )を採る行事で、 正史に初見

する 5 月 5 日 の端午の節の行事としてみられ

るものである ( 縫古朝19年< 611 > ) 。

ところが、 との行事は中国の端午のそれに
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みられないものであるので一言 し てお きたい。

この薬猟行事のときの服装は、 定ま った冠

位の服と冠色をかぶるものであ っ た。

わが国最初の冠位制度は、推古朝II 年

( 603 )に定められた 「十二階冠位」 である

が、これは推古朝 8 年の最初の遺階使が百済

の仲介で中国の礼制を摂取するのを主目的と

したものとされる。

このとき定められた冠位は、中国儒教の徳

目に普通となえられている五常の序列の「仁

義礼智信」の順位ではなく 、 五行説の 「木火

土金水」に対応する 「仁礼信義智」 の順位を

採用し、その上位に「徳」をおいて、これら

の 6 位をそれぞれ大小に分け1 2階とする制度

を採っている 。

これを従来、聖徳太子が定めた独自のもの

とする見解があ ったが、 最近では朝鮮半島の

百済の官位制を中心とし、これに高句麗のそ

れを参照することによ っ て成立したものとす

る見解が有力視さ れるようになってきた。 と

くに色の配当については、五行説の五色によ

って、木=育、 火= 赤、土=葉、金= 白、水

= 黒を採用、 それに最上位の徳に紫を配した

ものと考えられて きたが、これに対 しても否

定的見解で、 そのような具体的な色は必ず し

も明 らかとはいい難いと さ れ、と くに徳冠を

紫色とするには批判的で、紫色は冠位外のも

のであろうという。

このように、推古朝に初見する冠位制が朝

鮮の三国時代の影響下に成立したものとする

近時の見解か らみて も、中国の端午の節の行

事に登場 しない薬猟行事が、わが国の端午の

節の初見行事に登場しているととは、 薬猟の

ノレ ー ツも朝鮮半島に求めねばならぬだろう 。

和田量産は朝鮮半島の狩猟儀礼を次のよ うに

紹介している。

平岡王 ( 平原王)の治世下 ( 559 -90) の

高句麗の宮廷儀礼に、 シカやイノシシを狩っ

て天と 山川|の神々を祭記する会猟があり 、 毎

年 3 月 3 日に楽浪之丘で行われた とする

( r 三国史記』巻45 ) 。

これは、 狩猟を行っ て天や山川の神々を祭

杷する遊放騎馬民族の儀礼に、 楽I良 ・ 帯方郡

など朝鮮四郡の設置で、 これら地方に居住 し

た中国人の習俗が結び、ついて成立 したものと

みられ、史料は残ってないが 5 月 5 日にも同

様の儀礼が行われた可能性がある。 こうして、

楽浪 ・ 帯方郡の遺民が百済を経てわが国に数

多く渡来した し、 高句麗からの渡来人も多か

っ たから、このような儀礼が受容された可能

性は十分考えられる、とい う 。

大陸医薬学の受容

推古朝を画期と して大陸文化の積極的撲取

は、 大陸への公式使節派遣によって促進され

た。 7 世紀前半から 9 世紀にわたる遣唐使の

派遣は、 およそ 16回が実際に行われた。 それ

に同行した学問留学僧の大陸渡航、 さらに渡

来中国人系氏族などを軸として積極的 ・組織

的な受容が行われた。

大化改新のあと大化 3 年 ( 647 )に、冠位

を唐制に倣っ て「七色十三階冠位」、 さらに

同 5 年に「十九階冠位」、 さらに天智天皇称

制 3 年 (664 )に「二十六階冠位」に改正さ

れたのは、 その現われの一端を示すものだ っ

た。

導入 した陪唐の医学は、中国医学の発展期

に当たり、医療制度は高度の発達を示し、組

織的な医学教育制度 (分科制) をもち、 唐制

に倣った律令制下の医事制度は、大宝律令の

「医疾令J (701)で定められ、医療関係役

人の任用 ・ 考謀、 諸学生の教育 ・諜試、薬園

の運営、採薬 ・ 投薬など、 医療全般にわたる

諸規定が定められた。 医生の読むべき本草書

のテキストは 『 神農本草経集注 j 7 巻で、平

安時代の延暦 6 年 (787) 5 月に『新修本草』

に代えられるまで使われた。

筒唐の方書では、散、丸、 煎 ( エキス剤)、

膏などの薬方が前代にくらべて増え、これら
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は煎薬に くらべて貯蔵できる点で、予製しう

るものであって、 薬剤jの配置薬化を促進する。

一方、製剤化のための製薬具も多彩となり、

秤 ・ 斗 ・ 升・合・鉄臼・木臼・絹羅 ・ 紗羅・

馬毛羅 ・ 万砧 ・ 王槌 ・ 'ti鉢・大小銅銚・ 鎗 ・

釜 ・銅鉄匙等が数えられる。 しかし、後代に

最も普遍的な製薬具である薬碍(薬研) はま

だ受場 していない。 これは、 当時の薬末化が

渇くととで達せられていたからで、 薬破の出

現は唐代における石薬製剤 ( 鉱物薬)の需要

が増大することにうながされ、 唐末から出現

して宋代にかけて次第に普及するようになっ

た技術革新の一つであ っ た。

( 参考文献 )

J ) 黛 5L.道 : 冠位十二階考、東大教養部紀要

17、(1 959)

2) 原因淑人 : 冠位の形態から観た飛鳥文化

の性格、 『 東亜古文化論考』所収、吉川

弘文館 (1 96 2)

3) 井上光貞 : 冠位十二階とその史的意義、

日本歴史 176 (1963) 

4) 三浦三郎:冠位七色十二階制と紫根染、日本

薬学会94年会 ・薬史部会報告資料(1 974)

5) 野村忠夫 『 律令官人制の研究(増訂版)J 

吉川弘文館 (1967)

6) 武光誠 : 冠位諸~の展開と師皆制の成立、 『 臼

本古f酒家と律令制』 剖|弘対官( 1984) 

薬史学会文庫の充実について (お願い)

すでにお知らせしておりますように、 薬史

学に関心をお持ちの方々が、落付いて調査・

研究を進めて頂けるように、明治薬科大学の

ご好意を得て開設いたしましたのが 『薬史学

会文庫 』 です。そこで同文庫の内容を充実 さ

せるため、皆様お手持の文献資料などのご寄

贈をお願いする段階になりました。

つきましては次の要領で、会員各位のご厚

意を受けることになりま したので、 宜しくお

願いいたします。

川薬史学会文庫へご寄贈の意志を持たれ

る方は、図書名、資料名などを書翰で事務局

あてにご郵送下さい。

(2) 従来の例から考えられますことは、同

一書籍(資料)の申込みが多数になることで

あります。この場合は、各位のご意志に感謝

しつつも、当方で選ばせて頂く事になります

のでご了承下さい。

(3) 事務局では、選定委員会のような仕組

みを作って適切な処理を行なう予定です。

(4) ご寄贈受入れ図書(資料)などの決定

を見て、ご本人にその旨通知申し上げますの

で、発送のごJI頂備をはじめて下さい。送料な

どについても、ご通知の際ご相談いたします。

(5) 文庫への搬入後、学会内部でとり決め

た方法に従って処理を行った後、一般の閲覧

に供することとなります。 (K)

日本薬史学会・ '88、 ' 89 年度役員

会長 : 野上寿

幹事 : 青木允夫、石坂哲夫、伊藤和洋、

宗田 一、 長沢元夫、難波恒雄、

西岡五夫、 板本曽代子、

江本能縫木 、 大槻真一郎(新任)木 、

滝戸道夫半 、 山田光男木、川瀬 清*

監事 : 田辺普

*は事務局構成員

名誉会員 : 木村旋回郎、 吉井千代田
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〔薬史学博物館めぐり 〕

千葉県立

房総のむら

千葉県印路沼のほとり、白鳳の秘仏で知 ら

れた竜角寺の近くに、体験博物館 『房総のむ

ら 』 が建設されていますが、その町並の一角

に薬の店・佐倉堂が建築され、 88年10月 1 日

より関かれました。

この 『房総のむら』は、 伝統的生活様式や

生活技術を実物や実演で再現し、入場者にも

直接体験してもらって、より 豊かな地成文化

の創造に役立てようとする県立博物館で、江

戸時代に視点を定めて人々の生活を再現すベ

く、商家・農家・武家屋敷など、すべて新築

されたものです。

薬の店 ・ 佐倉堂は間口 3 問、 2 階建で、一

階はお店、 2 階は展示室、 現在は「東下総の

膏薬」というテーマで、 実物、 古文書などが

解説つきで展示されています。

入館無料、月曜日はお休みです。 交通は J

R成回線安食(あじき)下車、 パス約 5 分、

駐車場完備。

a 集

O会長のご挨拶にもありま したよ う に、本

年から事務体制および事務局も改められ、新

たな出発となりました。 郵便物等で末だ事務

引継ぎがスムーズでな く 、 会員の皆様にご迷

惑のか L っている例もあり申しわけなく思 っ

ております。何かありました ら、ご遠慮、なく

事務局までお申出で下さい。

0木村雄四郎前会長の時代から、日本大学

薬学科生薬学教室には大へんお世話になりま

した。 同科が薬学部にご昇格され、お喜びす

るとともに、 厚〈 御礼いたします。

0機関誌 ・紙の強化は最重点の課題であり

ます。学術水準を向上させて、他の科学妓術

史系の学会の レベルに達するよう努力すると

ともに、誰でも薬史学に興味を持って頂ける

干270-)5 千葉県印線郡栄町竜角寺 1028

千葉県立 ・ 房総のむら 0476(95)3333

「漢方の臨林」

目で見る護方史料館

漢方の臨林誌では昨87年 8 月 号より、自で

見る漢方史料館と題し、口絵グラビア写真印

刷の形で連載がはじまりました。各号とも北

里大学 ・ 東洋医学総合研の小曽戸洋氏、 真柳

誠氏らが解説を加えて、関係の文書、 器物な

どにつき、中国や日本にある珍しいもの、貴

重なものを居ながらに して見るこ と ができ ま

す。 近年、 考古学的発掘が進み、通史の文章

の変更を要するような成果も出されています。

本シリーズでも 、 専門家だけしか目 に触れな

い情報に接することができるよ う になり ま し

>ｭ
~。

東ア ジアの伝統医学史に関心を持つ方は、

この項に気を配っておく必要があります。

後 !� 

ょう紙面・内容に工夫を凝らす必要がありま

し ょう。 野上会長は、その点の目論みもおあ

りのようで、編集委員会は会長直接のご指導

を仰ぎつつ仕事を進めております。

0薬史学会集談会は、現代史に継がる課題

が話されます。演者の掘岡正義先生は、ずっ

と九州大学病院薬剤l部長をしてこられ、楽史

学へのご造詣は、 同院薬局内に酒井甲太郎先

生を記念する史料展示室を作られたほか、先

生の著書も活動も常に歴史的視点に立っ てお

られることで判ります。

東京理大の山川浩司先生も古 くからの本会

会員で、 最近では南江堂より出版の「有機化

学」 最終章を、有機化学の歩みで結ぼれてい

ます。 本集談会も新規格の一つです。 (K)
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